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言えば[9]の例で、弱形の三つのパターンから外れている。直後にnotの[n]
音があるため、[en]の[n]音が吸収され脱落しているように聞こえる。praat
でandnotの分析を視覚的にしてみる。図の上部は波形で、縦線がpulsesで
ある。波形に切れ目がない。音量がゼロになる箇所がないことから、連続し
た音声として発音していることがわかる。pulsesは声帯振動を表す。声帯が
開いたとき、つまり有声音か母音のときに現れる。ここでは[t]音の部分の
みパルスがない。下部の二つの曲線は、上の曲線がintensityで音の強さを
表し､下の線がpitchで音の高さを表す。[en]の[n]音が[nqt]の[n]音によっ
て吸収され消滅しているのであれば、そこに差はないはずである。しかし、
表では[en]の[n]音では音の大きさ、高さが共に下がり、[nqt]の[n]音は上
がっているという現象があった。[n]音は子音でありながら「ん一」と母音
のように伸ばせる音である。その中ほどで大きさ、高さを一度下げて再び上
げることよって二つの[n]音があることを意識付けているのである。
(2)Theorganisersreportthatsometenthousandpeoplehaveregisteredto
takepart旦皿thatcurryhousesacrossthecityhavestartedbookingout.
[100224el]
and+[3]or[e]のパターンの代表的な例である。[n]音[d]音[3]音の発音時
の舌の位置が口蓋上部の前歯裏付近のため[d]音[3]音が弱音化し､andの[nl
音とthatの[3]音がリエゾンを起こし[enet]と聞こえる。この例はandthey
やandthereなど、よく見られるパターンのせいか講義も終了に近い11月頃
になると学生の正解率が急激に高くなる。テキストとは一致しない音でも
chunkとして熟語のように身体に入っていっているようだ。
(3)ButthecourtorderstatedthatthegovernmenthasarighttofixapricefOr
thegas,andthattwoindividualscannotdecidethepriceofanationalasset.
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[100507el]
これはandthattwoでさらに[t]音でもリエゾンを起こしているため、
[enetu:]となり、さらにわかり難くなっている。andthatの音は記憶してい
ても、二重のリエゾンが起きると判断するのが困難になる。
一方、[end]と[d]音がはっきり聞こえる場合もある。(4)がその例である。
(4)ThenextstepfOrtheresearchers
istoseewhethertheycanmake
senseofthebrainwavesof
sleepingvolunteersandifso,
whethertheycorrelatewith
theaccountsofthevolunteers!
actualdreams.[101029e2] gndifSDu
andifの音は切れないのだが、最も弱くなる箇所は[i]と[f]の間である。
[f]音と[s]音は無声音のためpulsesはない。[d]音は発音され、強さもかな
り強い。[enif]と[d]音は消えずに[endif]となっているのである。これは[d]
音を置くことでandとifsoを分離しようとしているのではないかと思われ
る。ここでミスをする学生はほとんどいなかった。
(5)Nothingthisserioushasbeendiscoveredyetonpollingdaybutseveral
machineshavejammedameventhemainpresidentialfrontrunnerNoy
NoyAquinohaddifficulties.[100512e2]
ここのandevenは[ni:vn]に聞こえる。praatにかけても最初に[3]音が聞
こえる様子もないし、[d]音もない。子音の[n]音だけが残り、evenとリエ
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ゾンを起こしている。jammedの後ろで音が切れ、息を吸っているので、前
の音との繋がりはない。学生はjammedでピリオドを打ち､"Neamof'など
固有名詞を想像しようとしていた。一方、同じ形でも[d]音が聞こえること
もある。
(6)Headmittedoverseeingthesystematictortureandmurderofthousands
ofpeopleattheS-21detentioncentreandevenapologisedtothevictims!
relativesincourt.[100825e2]
（5)は女性アナウンサーで(6)は男性である。(6)の文もcentreの後ろで切
れているので条件は同じだ。(6)では[endixvn]と読み､praatで判定しても[d]
音と思われる音がグラフに出ている。(5)では強い箇所（音節ではない）が
二箇所で(6)では三箇所だ。リズムが違う。では、何故このような違いが出
たか。(5)のandは文と文を連結する接続詞で、(6)はadmittedとapologised
という語を繋げる接続詞である。(5)のandは“…jammed.Andeven…”と
ピリオドで完全に二文にすることができるが、（6)は不可能である。二文に
することができるということは､andを取ってしまって“…jammed.Even･･･''
とandを取っても意味は通じ､文法的にも問題はない。一方､(6)はandを取っ
てしまうと文が壊れてしまう。andの前でサウンドとして切れてはいるが、
二つのandの性質は違う。(5)の方が切れている意識が強いと同時にandに
重きを置いていない。機能語が機能しなくてもさほど問題がないのである。
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したがってandの音が弱化したのではないだろうか。
(7)Byshowingvolunteersaseriesofimages,theteamwasabletoidentify
neuronsassociatedwithawiderangeofobiects旦皿concepts.[101029e2]
(単位はHz)
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andと取り違える単語として代表的なものはinである。(7)は多くの学生
がandをinと間違えた例である。[d]音が弱音化している場合、二つの差は
母音の違いとなる。では、ネイティブスピーカーは本当にandを[en]と発
音しているのか。それとも[in]という音を発音したものを聞いたときに脳内
で[en]に変換しているのか。これを調査するには二つの母音のフォルマン
}(fOrmant)を比較する。praatにかけると、スペクトラム(spectrum)という
波形が現れる。スペクトラムはその周波数のピークを表すもので複数見られ
る。この下から二つのフオルマントをF1,F2と表す。F3,F4もあるが、口
の形など子音との関係になっている。声紋などの音響音声学の分野になって
くるため、詳細は省くが、Flの周波数は舌の上下の位置を示し、F2の周波
数は舌の前後を示している。つまり、FlとF2の組み合わせでほぼ母音全体
を判定することが可能になる。もちろん、男女や年齢、体型による個人差は
あるが、おおまかな傾向としては分析できる。
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この男性アナウンサーの場合、[i]音はFlが336Hzで少し低め、F2が
1900Hzでこれも少し低めである。男性の場合上の口内図のチャートより少
し低めになる。一方ohjectsandconceptsのandの[e]音は、F1が743Hz、
F2が1582Hzとなる。これは舌の位置が相対的に[i]音よりも低く、奥にあ
る位置、つまり[e]音の位置に近い場所にあることを示している。このアナ
ウンサーは少なくとも[i]音と区別してandの[e]音を発音しており、[in]と
は発音していない。その他のアナウンサーの音声も試してみたが､[3]音と[i]
音とでは舌が口内では対角線の位置にあるため、はっきりと差が出る。5つ
しか母音を持たない日本人は自分たちの持たない母音が出てくると、5つの
母音のどこかに入れようとする。英語の弱音化した母音を聞くときには、そ
こから脱出しなければならない。ただし、学生の場合は内容を考えずに書き
取る傾向にあり、"inconceptrというような熟語があるように錯覚したこ
とも原因であろう。このようにpraatのフオルマント分析は比較するには有
効だが、母音を特定するのは難しい。調査すべき弱音化した母音を、子音や
他の母音から分離させ抽出することが困難な作業となる。また､発話者によっ
て周波数は違うので、実際に母音を断定するには、その人の母音音声のサン
プルを多数抽出し、個人の母音のF1,F2チャートを作らなければならない。
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ここまで学生のミスを参考にandの音の分析を進めてきた。ミスの原因は
主に三つ。[n]音と[d]音の発音時の舌の位置が近いことで[d]音が弱化する
こと。弱形の母音が先頭に来ていること。単語が短いことにある。同じ-ed
で終わるsecondやdemandは-ndを発音するまでにいろんな音を出していく。
andは[e]音のみでしかも弱形がほとんどだ。しかも短いために、後ろの単
語と繋がってしまうと、その音のイメージが薄くなってしまう。教師側もこ
のような単語を無視せず、むしろしっかりと確認していくべきであろう。
3．定冠詞theの[31音弱化に関して
冠詞にはa,an,theの三つがあり、いずれも学生にとっては判定が難しい
ものである。基本的に可算単数普通名詞ではaかanが付くため、文法で修
正することができる。しかし、theの場合は単複両方可能で、可算普通名詞
以外にも付くケースが見られる。学生がミスしやすいパターンは"-n+the"
の形だ。
(8)Butthislatestattackisevenmoreaudacious,rightin血旦heartofoneofthe
mostheavilypolicedcitiesintheworld.[100106el]
その中で最も多いケースは"inthe"の繋がりである。theの[3]音が弱化し、
[n]音とリエゾンして[ine]と聞こえる。このため"ina''の不定冠詞と区別
が付き難くなる。（8)はほとんどの学生が6Ca"と間違えた例である。内容を
考え、文法的に解決できる場合もあるが、音声からのみの判断で区別できな
いだろうか。補正していくことも大切だが、できるだけ一度で聞き、脳内で
正確にテキスト化できることが望ましい。
praatで分析する際の条件は同じアナウンサーであるということである。
学生がミスした"inthe''の文字列を使ったアナウンサーが、"ina"の文字
列を発声しているニュースをデータからAntConcで検索する。比較は、母
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音に変化はないのでフオルマントは使えない。［6]が弱音化は有声音から無
声音になったものではないのでpulsesも判定基準にできない。どこかにthe
の[6]音の痕跡が見えることを期待して調査する。
(9)ItfirstbecameaprobleminBangladeshin山旦1970saftertheUNdug
millionsofnewtubewells.[100322e2]
(10)CarlFowler,theChiefExecutiveofKraken,thebook'spublishers,
admittedmanewspaperinterviewthatthismaynotbetoeveryone'staste
butsaidthatitwasafittingmbutetoamanregardedasareligiousiconby
millionsofpeople.[100721e2]
(11)MoresnowisexpectedacrossthenorthofChina,althoughBeijingis
expectedtoremainclear,buttemperaturesin山里capital,alreadyatmmus
14,coulddropevenfUrther.[100104e2]
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〔9〕は[加3]と聞こえて学生の多くがミスした"inthe''、[10]は同じア
ナウンサーの"ina"の発音のスペクトラムである。[11]は別のアナウン
サーが発音した"inthe''で学生の正解率が高かったものを比較項目として
挙げている。praatのデフォルトではフォルマントのF4付近より少し上の
5000Hzを最高値として設定しているのに対して、今回は10000Hzにしてい
る。よってグラフ中のフォルマントを表す点の位置は半分より下に集まって
いる形になる。人間の可聴域の最高点は良い人で20000Hzくらいなのだが、
BBCが提供しているMP3ファイルは10000Hz以上をカットしているので、
ここを最高点として設定した。まず、〔6〕音のスペクトラムを見ると、摩擦
音はフォルマントが表示される箇所より高い位置にも周波数が多く含まれて
いることがわかる。〔10〕は[me]と発音するのでフオルマントより高い周波
数に特別濃い色の箇所はない｡全て濃く見えるのは音量が大きいためである。
ここでは色の濃さの差で判断していかねばならない。はっきりとした発音の
"inthe"を見てみよう。[11]は見やすいようにグラフを横に広げている｡[in63]
と発音されているので、［6]音の部分（縦点線の部分）は濃く、その後は[9］
になると薄くなっている。［6]音の摩擦音がはっきりと示されている。ここ
で〔9〕を分析する。後ろの部分が濃くなっているのは次の単語の影響なの
で無視する。もし、これが[in63]と発音されているにもかかわらず聞こえな
いのであれば、中央の部分の[6]音の部分が濃くなってなければならないは
ずである。しかし、ここでは現れていない。つまり、学生が聞こえなかった
"inthe"には[3]音が含まれておらず､"ina"と同じ発音であるということだ。
となると、同じ音をネイティブも[6]音なしで判断していることになる。で
は､どこで区別･判断しているのだろうか｡theとaの母音の違いやイントネー
ションなどを調査したが、今回のpraatでの分析では不明であった。もう少
し例文と学生のデータを集め、統計的にも分析していきたい。
なお、母音前の[6]音が弱化した"mthe''は[mni]と発音するため、判断
はしやすい。不定冠詞との混乱がなくなるからである。
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(12)And,in山里end,thedocumentbearingNeilAnnstrong'ssignaturedidn't
disappoint.[100414el]
(13)Therewastorrentialrainandheavymistin山里area.[100728el]
また[-n]の音も[n]音に似ているため、後ろにtheが付いた場合、[6]音が
弱化してリエゾンを起すことがある。これも誤解を招きやすい。
(14)Theunionsareprotestingagamstplanstocutmorethan250jobsandso
fartalksaimedatresolving血旦disputehavegotnowhere.[100115e2]
(15)Launching山里report,TTansparencyIntemationalischairwomansaidthe
vitalissuewasenfOrcement,withoutwhichaUlawsaroundtheworldare
oflittlevalue.[101027e2]
［6]音の弱化に関してはthis,that,these,those,they,their,them,themselves,
there,then,thanなどの機能語は全て可能性があるので気を付ける。弱化した
ときにどのような音になるかを経験しておくことが必要だ。
4．前置詞atに関して
基本前置詞の中で、学生が最もミスするのはatである。弱音の[et]は、[e]
音が前の単語の音とリエゾンし、[t]音が弱化してしまうと、ほとんど形が
なくなってしまう。前置詞の場合､文法で補うことができるケースは多いが、
そうではなく音として認識したいという学生の要望があった。[9]音が母音
で[t]音が無声音の子音なので、波形とpulsesで調査してみよう。
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(16)Anditischildrenundertwowhoaremostairisk.[101011e2.]
創X m⑧uSt"tri 蝋
(17)Malnourishmentalthisstagehannsphysicalandmentaldevelopmentand
itseffectsaremostlyirreversible,causinglifelongdamage.[101011e2.]
m念韮t参tai s
(16)と(17)は一人のアナウンサーの同日のニュース内のatの例である。
多くの学生が(16)の音声をミスし、(17)を正解した。縦線はpulsesで中央
の黒いものが波形である。波形は基本音量を示している。pulsesは喉の振動
を捕らえるので母音か有声音及びそれに近い音で現れる。（16)ではalmost
の[st]が無声音のため縦線がなく、atの母音の箇所で再び現れている。もし、
このatが[3]としか発音されずにその後が無音であったのなら、波形の縦の
膨らみはなく、横線になるはずだ。しかし、ここでは幅があり、何らかの子
音が発音されていることになる。つまり[t]音である。学生は[t]音が実際に
は発音されているのに聞こえなかったのである。これは、almostの[t]音を
絡めた[t]-[e]-[t]の時間が非常に短かったためではないだろうか。では、正
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解した(17)はどうだろうか｡同じ[t]-[e]-[t]の並びだが､大きな特徴がある｡[e]
音の後ろに長い横線の無音の部分が見られる。日本語で言う「促音」の形を
している。atの[t]音は有声音の[6]音にかき消されてあまり発音されてい
ない。この二つの例の比較から、学生はatの[t]音で判断しているのではな
く、この無音の「間」で判断していることがわかる。学生にとってatは「ア
ト」ではなく「アット」であり、この「間」があれば聴くことができる可能
性があるということだ。
その他のミスの例も検討していく。以下の波形とpulsesの図はatが始ま
る位置から次の音へ移行する部分だけをサンプリングした。
(18)MoresnowisexpectedacrossthenorthofChina,although
Beijingisexpectedtoremainclear,buttemperaturesin
thecapital,alreadyaiminusl4,coulddropevenfUrther.
[100104e2]
州斗
無音部分は長いのだが、[t]音をはっきり発音していない。スペクトラム
にはフオルマントの上部に濃い部分がわずかだが見えた。alreadyaiminus
l4,が挿入句であるとわかれば、文法的にも補えたのだろう。
(19)Easyjethasbeenunderinvestigationherein
Francesince2006whenaninspectionoftheir
operations"ParisOrlyairportshowedthey'd
failedtoregisterl70employeestotheFrench
authorities.[100122el]
これも無音の部分は長いのだが、無音の後のpulsesのない子音はatの[t]
音ではなくParisの[p]音である。無声子音同士でatの[t]音が負けてしまつ
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ている。operationsの複数のsの[z]音とatの[3]音をくっつけてしまい、
theとした学生が多かった｡TheParisOrlya叩ortの並びが良かったのだろう。
思い込みからずれてしまうことは多々ある。
(20)AmongthemaLleastonealbumofentirelynewsongs
JacksonrecordedbefOrehedied.[100317el]
最もミスが多かった例。無音の部分がなく[t]音はあるのだが短いために
聞き取れない。(16)とほぼ同じケース。実際には[t]音は聞こえず､[6emeli:st]
と聞こえる。無音部分がないことでatという単語から遠くなってしまうよ
うだ。
データの中に提出した学生の半数以上がミスしたatの例は21あったのだ
が、無音部がはっきりとした形で現れているにもかかわらずできなかった例
は(18)と（19)の2例のみであった。ここから、[e]音と[t]音の間が極端に
短く、praatの分析でも無音部分がないものを苦手としていることがわかっ
た。この事実の英語教育への応用は二つ。初心者に対しては[t]音を意識す
るのではなく、｢間｣を意識するということを教える。ある程度の熟練者には、
必ずしも「間」があるというわけではないということを認識させる。
5．まとめ
学生への課題から収集したデータを用い、その中で目立ったand,the,at
という聞き難いと思われる音をpraatを用いて分析してきた。聴覚のみで
直感的に判断していたものを視覚的にグラフにして調査することを試みた。
andでは母音の分析をフォルマントを使って、theでは[6]音の弱化を高い周
波数のスペクトラムの有無から､atは「間」という観点から､それぞれ調査し、
分析した。はっきりとした結果は出なかったが、調査中にpraatの新しい使
い方を学べたのは大きな収穫であった。ただし、筆者の目的は英語の音声を
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解明することではなく、解明したことからどう学んでいくか、どう教育して
いくかである。今回は音のミクロの面で分析したが、マクロの面での分析も
加えないと、音声の流れにはついていけない。英語で話しをするときに、単
語一つ二つで収まるのはまれで、実際はもっと長い。長くなるとそこにリズ
ムが出てくる。それがイントネーションである。そのリズムのために発音が
弱くなったり、消えてしまったり、逆に強くなったり、アクセントが移動し
たりするものが出てくる。praatを使ってそこを分析できないだろうか。素
材がニュース英語では、そこに法則性を見つけることは難しい。intensityと
pitchがはっきりしている文。それは「詩」である。ネイティブスピーカー
が実際に読む音声と、スキャンした弱強のリズムの整合性はどのくらいか。
ずれているのならその根拠は。詩の分析から、ネイティブスピーカーの持っ
ているリズムを知り、それをニュース英語や日常会話の音声認識に応用でき
ないか。そのようなことを考えさせてくれる研究であった。
註
(1)東洋大学文学部紀要第62集英語コミユニケーシヨン学科編diα/ogos第
10号「Praatを用いたニュース英語の音声分析」を参照。
(2)例文の後の数字は、BBCのLeamingEnglishで使われた年月日である。最後
のel,e2は前半、後半を示す。例文の音声を聴く場合にはLeamingEnglish
中の日付の音声を検索すればほとんど聴くことができる。(2010年ll月現在）
(3)「本格比較」という2つのテキストを比較し、文字／形態素／疑似文節単
位で変更箇所を色分け表示するソフト。http:"wwwl5.big.oI:jp/~t98907/
honkakuhikaku/
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